
２０１2．４～２０１3．３

図書館で毎月発行している『としょかん通信』でご案内した
「あたらしい子どもの本」のリストです。

絵本、読みもの、テーマ本の三つの柱にわかれた
全部で６０冊のブックガイドとなっており、

この一年、職員が手にとって選んだおすすめの本が
リストアップされています。

２００８年度から始めて第５集になります。
紹介した本は、図書館で貸出ご利用いただけます。

このリストが、子どもたち、そして大人のみなさんにとっても
素敵な本との出会いのきっかけになりますように。

久留米市立中央図書館



区分 NDC分類 内容
絵本 913 日本の作品 『ぞうはどこへいった？』

『やまねこのおはなし』
『さかさことばでうんどうかい』
『シールのかくれんぼ』
『おうさまのおひっこし』
『キラキラ』
『うどんのうーやん』
『はしれトロッコれっしゃ』
『クリスマスのあくま』
『なないろのプレゼント』
『アリゲイタばあさんはがんこもの』
『びんぼうがみじゃ』

931 海外の作品 『しずかなしずかなクリスマス・イヴのひみつ』
933 海外の作品 『空のおくりもの』

『ネビルってよんでみた』
『モグラくんがみたおひさま』
『１０５にんのすてきなしごと』
『いぬのおしりのだいじけん』
『こうもりぼうやとハロウィン』
『あそこへ』
『チャーリーのはじめてのよる』
『いいこでねんね』

949 海外の作品 『キムのふしぎなかさのたび』
953 海外の作品 『ジブリルのくるま』

読みもの 913 日本の作品 『鷹のように帆をあげて』
『公平、いっぱつ逆転！』
『月の少年』
『あしたもきっとチョウ日和』
『みさき食堂へようこそ』
『ポテトサラダ』
『保健室の日曜日』
『世界一かわいげのない孫だけど・・・』
『はなこ　野の花　野のきつね』
『おひさまやのテーブルクロス』
『ともだちのはじまり』
『お手紙ありがとう』

933 海外の作品 『そして、ぼくの旅はつづく』

『ダメ犬ジャックは今日もごきげん』

『うちはお人形の修理屋さん』

『名犬ボニ―はマルチーズ　①ボニ―がうちにやってきた』

『アラルエン戦記①　弟子』

『ぼくの見つけた絶対値』
『マドレーヌは小さな名コック』
『発電所のねむるまち』
『魔法がくれた時間』

943 海外の作品 『ライオンがいないどうぶつ園』
953 海外の作品 『ヤーク』

『ジャコのお菓子な学校』
テーマ本 007 情報 『気をつけよう！情報モラル①ゲーム・あそび編』

080 生き物 『ご近所のムシがおもしろい！』
209 歴史 『古代文明の大研究』
301ものの見方・考え方『決め方の大研究』
369 災害 『にげましょう』
374 食育 『弁当づくりで身につく力』
489 動物 『ゾウの森とポテトチップス』
498 医学 『暑さとくらし』

『元気な脳が君たちの未来をひらく』
491 医学 『ぶりっぺ・すかっぺ』
596 料理 『野菜嫌いがなくなる魔法のレシピ』
814 言葉 『わざわざことわざ』

タイトル



えほん(日本)

『ぞうはどこへいった？』
　五味太郎/作・絵
　偕成社

ある日、ぞうが草原にいるとあや
しげな人たちがやってきました。
「あ　なんだか　いやな予
感・・・」。すると彼らはぞうを
箱に入れて、どこか遠くへつれて
いってしまいました。ところが、
ついた港で彼らがふたをあける
と、中にはだれもいません。ぞう
は一体どこへ行ったというので
しょう？ぞうが箱に入れられて、
どうしていたかというと・・・。
ちょっと意外なゾウさんの行動に
びっくりなおはなしです。

『おうさまのおひっこし』
　牡丹靖佳／作
　福音館書店 遠い遠い国のこと。山あいの小さなお

城に、恥ずかしがり屋のおうさまと、
あわてんぼうのおともたちが暮らして
いました。おうさまは、困っているも
のがいると助けようとしますが、恥ず
かしがってうまく命令できません。お
ともたちもかんちがいして、とんでも
ないことばかりしでかします。そんな
かんちがいから、今度はお城を引っこ
すことに。その途中、おうさまは、い
つものように困ったものたちを助けよ
うと命令しますが・・・。恥ずかしが
り屋の優しいおうさまと、あわてんぼ
うの気のいいおともたちのゆかいなお
話です。

『シールのかくれんぼ』
   定岡フミヤ／作・絵
　講談社

なおきくんがあそんでいると、シー
ルがでてきました。そーっとかべに
シールをはっていると、「なお
ちゃーん」とおかあさんのこえがき
こえてきて、あしおとがちかづいて
きます。あわててかべにぴたりとか
らだをよせたなおきくん。「どう
か、おかあさんにみつかりませんよ
うに、、、！」でも、おかあさんが
むこうへいって、からだをはなそう
とすると、、、うごきません！なん
と、なおきくんはシールになってい
たのです！もとにもどることが、で
きるのでしょうか？

『さかさことばでうんどうかい』
   西村敏雄／作
   福音館書店

楽しいどうぶつたちのうんどうか
い。ぱんくいきょうそうに、とび
ばこ、じゅうりょうあげに、しん
たいそう。いろんな種目で、動物
たちが大活躍。ぱんくいきょうそ
うでは、ぞうくんが、ぱんをいっ
ぱい食べてるし、さるは、ぱんに
わるさをしてる。そんなうんどう
かいのドタバタなようすが、うえ
からよんでも、したからよんでも
おなじ、さかさことばで書かれて
いるんです！ことばあそびも楽し
い絵本ですよ。

『キラキラ』
　やなせ　たかし／作・絵
　フレーベル館
　 むかし、たかいやまにキラキラという

かいぶつがすんでいました。あるひ、
やまのふもとにすんでいるあばれんぼ
うのキリが、キラキラをたたきころそ
うとやまにむかいましたが、それっき
りかえってきませんでした。キリのお
にいさんのキルは、おとうとをさがす
ために、やまへのぼりますが・・・。
キラキラはわるいかいぶつなのでしょ
うか？よいかいぶつなのでしょうか？
よんでみてみんなはどうおもったか
な？

『やまねこのおはなし』
　どいかや／作
　きくちちき／絵
　イースト・プレス

山のおくに、ひとりきままにのん
きに暮らすやまねこがいました。
あるとき、知らない世界が見たく
なったやまねこは、まちへとでか
けて行くことにしました。ところ
がそのとちゅうで、元気のないこ
ねこをみつけたやまねこは、はは
ねこも見あたらないこねこを放っ
ておけず、ねこをつれて山へとも
どり、いっしょに暮らしはじめま
す。やまねこの、優しくてあたた
かいおはなしです。



『クリスマスのあくま』
　原マスミ／作・絵
　白泉社
　 クリスマスにはなにかわるいことをし

なければならないあくまの子は、何も
思いつかず、だいまおうさまからおし
おきされるのもいやで、逃げだそうと
考えます。すると目の前に、だいまお
うさまが！実はそのだいまおう、煙突
からおっこちて真っ黒になったサンタ
だったのですが、勘違いしているあく
まの子を見て、サンタはだいまおうに
なりすまし、仕事をあくまの子に手伝
わせます。すっかり本物だと信じたあ
くまの子は、言われるがままにお手伝
いをしますが…。クリスマスの夜の一
匹のあくまのおはなしです。

『びんぼうがみじゃ』
　苅田澄子／作
　西村繁男／絵
　教育画劇

たっくんの家は、おいしいだんごやで
す。ある日、ぼろぼろの着物をきたお
じいさんがやってきて、自分は貧乏神
だと名のったから、さあ大変。だんご
にかびがはえ、レジのお金はなくな
り、貧乏神がくしゃみをするとお店は
ほこりだらけになってしまいました。
でもおかあさんが貧乏神をお風呂に入
れてきれいにしてあげると、、、。さ
てさて、もとどおりのお店にもどれる
でしょうか？

『なないろのプレゼント』
　石津ちひろ／作
　松成真理子／絵
　教育画劇

ななちゃんは、サンタさんにもらっ
たばかりのだいじなたからもののに
じいろマフラーを見せたくて、おば
あちゃんのうちへむかっていまし
た。すこしでもはやく見せたくては
しりはじめて、ふと気がつくとマフ
ラーがきえていました。ななちゃん
はなきながらおばあちゃんのうちへ
かけこむと、おばあちゃんはやさし
くいっしょにさがしてくれることに
なりました。さて、マフラーはどこ
に・・・。

『はしれトロッコれっしゃ』
　西片拓史／作・絵
　教育画劇

こうくんは列車が大好きな男の子。山
のふもとの小さな駅にやってくると、
小さなかげが駅のうらへきえていきま
した。「あれっ？いまのなんだろ
う？」とかげをおいかけたこうくんの
まえにあらわれたのは、草むらの向こ
うの小さな駅。トロッコ列車からおり
てきたのはくまの運転手さんでした。
「こまったこまった、しゃしょうさん
がたりないよ」というので、こうくん
はおてつだいをして、一日しゃしょう
さんになることに。ちゃんとおてつだ
いできるかな？

『うどんのうーやん』
　岡田よしたか／作
　ブロンズ新社

「うーやん　でまえや　たのむ
でー」うどんのうーやん、じぶんで
でまえにでかけます。「あつあつが
おいしいからな」と「ダッシュでい
くぞう」　でも、きのいいうーや
ん、とちゅうではらぺこのねこにう
どんをはんぶんあげてしまったり、
そうめんや、とうふ、うめぼし、た
こやき、なんでも「ここ　はいり」
とおつゆにいれてやります。きつね
うどんのうーやんが、しまいにはな
にがなんだかわからないものになっ
てしまいました。おきゃくさん、た
べてくれるかな？

『アリゲイタばあさんはがんこもの』
　松山円香／作
　小学館

仏頂面で、いかついワニのアリゲイ
タばあさんは、意地っ張りのがんこ
もの。むらはずれの沼のほとりに、
一人で暮らしていました。むらのみ
んなにきのこ狩りに誘われても、
「予定が違う」とぴしゃりと断り追
い返す。そんなアリゲイタばあさ
ん、むらのみんなの嫌われもの？い
えいえ、そうでもなさそうですよ。
強がってるけど、本当は心優しいア
リゲイタばあさんのこと、みんなわ
かってくれているみたいですね。



えほん(海外)

『いぬのおしりのだいじけん』
　ピーター・ベントリー／文
　松岡芽衣／絵
　灰島かり／訳
　ほるぷ出版
　

せかいじゅうのいぬたちがあつまっ
たパーティーかいじょうのドアには
「おしりはぬいで、おしりかけにお
かけください」というはりがみがあ
りました。いぬたちはみんなピンク
のおしりをぬいで、かいじょうには
いりました。ところが、にぎやかな
パーティーのとちゅう、かじがおき
て・・・。
いぬたちがおしりをかぎあうひみつ
がわかる、たのしいおはなしです。

『ネビルってよんでみた』
　ノートン・ジャスター／作
　Ｇ．ブライアン・カラス／絵
　石津ちひろ／訳
　ＢＬ出版
　

「きょうから　この　みなれないい
えが、おとこのこの　あたらしいう
ちだ。そして、しってるこが　ひと
りもいない　がっこうにかよう。」
ひっこしてきたばかりのおとこのこ
は、明日からのこと考えると不安で
いっぱいでたまりません。そんなよ
うすを心配したおかあさんにすすめ
られ、そのへんをひとまわりするこ
とになったおとこのこは、まちかど
でふと名前を呼んでみました。
不安だった明日がちょっと楽しみに
かわっていく、そんな素敵な一冊で
す。

『空のおくりもの』
　マイケル・キャッチプール/作
　アリソン・ジェイ/絵
　亀井よし子/訳
　ブロンズ社 あるところに雲から糸をつむいで布をお

る少年がいました。少年は、かあさんに
おそわったとおり、必要な分だけ雲をも
らって布をおってくらしていました。あ
る日、少年が雲からつくったマフラーを
まいて広場へでかけると、それを見た王
さまがもっとその布をつかって様々なも
のをつくるように少年に命じます。「そ
れはよくありません」と少年は言うので
すが、王さまは聞き入れず、やがて少年
が布をおりはじめると、空から雲がへっ
てきて・・・。自然とともに生きていく
ことの大切さをおしえてくれるおはなし
です。

『しずかなしずかなクリスマス・イヴのひみつ』
　クレメント・クラーク・ムーア／詩
　アンジェラ・バレット／絵
　石井睦美／訳
　ＢＬ出版

家中がしずまりかえっているクリスマ
ス・イヴの夜。こどもたちは眠りについ
てゆめをみています。おとうさんとおか
あさんも眠りにつきました。その時、外
からカタカタと音がきこえてきて、おと
うさんはベッドからとびおき、窓辺に行
くと、八頭のちいさなトナカイと、ちい
さなおじいさん、サンタクロースのいっ
こう一行を目にしました。それから、屋
根にかけあがり、サンタクロース
は・・・。絵もきれいなクリスマスのお
はなしです。

『１０５にんのすてきなしごと』
　カーラ・カスキン／文
　マーク・シーモント／絵
　なかがわちひろ／訳
　あすなろ書房

金よう日の夕方。１０５人の人たち
が、しごとにでかけるよういをはじ
めます。１０５人のうち、男の人は
９２人で、女の人は１３人です。お
ふろにはいって、白と黒のようふく
にきがえ、外へ出かける準備をしま
す。それぞれに形の違うかばんを抱
えながら、家族にあいさつをして、
まちのホールへとむかいます。席に
つき、棒が振りおろされると、
さぁ、しごとの始まりです！さて、
彼らのしごとは一体何でしょうか？
１０５人がつくりあげる、“すてき
なしごと”のお話です。

『モグラくんがみたおひさま』
　ジーン・ウィリス／文
　サラ・フォックス-デイビス／絵
　三原　泉／訳
　ＢＬ出版 もうすぐ夜明け。モグラくんは、お

ひさまがのぼるところを、みたこと
がありません。お友だちのハタネズ
ミに誘われて、日の出をみにいくこ
とにしました。スズメとリスとウサ
ギもおひさまを待っています。さ
あ、おひさまのてっぺんがみえてき
ました。みんなは口々に、だんだん
のぼっていくおひさまのようすをモ
グラくんにはなします。モグラくん
にはどんなふうにみえたのでしょ
う？友だちを思いやる気持ちがあた
たかな絵本です。



『あそこへ』
　マリー・ルイーズ・
　　　フィッツパトリック／作・絵
　加島祥造／訳
   フレーベル社 「あそこ」は、「あそこ」へ、

「あそこ」では、…。はっきりと
したことが何もわからない「あそ
こ」。期待や不安、様々な想像や
思いを抱きながら女の子は、「こ
こ」ではない「どこか」へと思い
を馳せます。ちょっとした「あそ
こ」から、はるか彼方の「あそ
こ」へ。誰もが一度はそんな女の
子のように、「あそこ」へと思っ
たことがあるのではないでしょう
か。これはそんな思いを汲んだ一
冊の不思議な絵本です。

『いいこでねんね』
　デヴィッド・エズラ・シュタイン／作
　さかいくにゆき／やく
　ポプラ社

にわとりのピーヨは、おやすみの時に
は、いつもパパにおはなしをよんでも
らいます。今日は「ヘンゼルとグレー
テル」をよんでもらっていました。で
も、ヘンゼルとグレーテルがおかしの
家に入ろうとした時、ピーヨは「だ
め！このひと、わるいまじょよ！」と
さけんで、「ヘンゼルとグレーテルは
ぶじにおうちにかえりました。おしま
い！」とおはなしをおわらせてしまい
ました。どのおはなしをよんでも同じ
ことをするピーヨにパパは、よいこと
を思いつきます。みんなは「いいこで
ねんね」できるかな？

『キムのふしぎなかさのたび』
　ホーカン・イェンソン／文
　カーリン・スレーン／絵
　オスターグレン晴子／訳
　徳間書店

ざあざあぶりのあめのひ、ちいさな
おんなのこのキムは、パンやさんの
そとでママをまっていました。あま
どいからながれるみずに、あしを
つっこんでみると、まるでかわみた
い。そうだ、かさをふねにしちゃお
う！とキムがかさにとびのると、か
さのふねはあっというまにながれに
のって、まちをぬけ、カバやワニの
いるジャングルをとおり、うみへと
キムをつれていきます。あめのひ
の、ふしぎな冒険のおはなしです。

『チャーリーのはじめてのよる』
　エイミー・ヘスト／文
　ヘレン・オクセンバリー／絵
　さくまゆみこ／訳
　岩崎書店

ヘンリーはこいぬをひろった。名前は
チャーリー。ヘンリーの家での、はじ
めての夜。チャ―リーは、キッチンで
独りで寝ることに。ヘンリーはチャー
リーが安心して眠れるように心をつく
します。真夜中、不安に打ち震え、何
度も鳴き声をあげるチャーリー。ヘン
リーはその度にキッチンへ駆けつけ、
チャ―リーをしっかりと抱きあげて、
やさしく声をかけ、眠るまで一緒にい
てやります。小さな男の子が、自分よ
りも小さく弱いこいぬをいたわり、思
いやる姿が温かく描かれた絵本です。

『こうもりぼうやとハロウィン』
　ダイアン・メイヤー／文
　ギデオン・ケンドール／絵
　藤原宏之／訳
　新日本出版社 こうもりのぼうやは、お母さんと一緒に

図書館のやねうら部屋に住んでいます。
ぼうやがねていると、わらいごえがきこ
えてきました。目をさましたぼうやが下
の部屋をのぞくと、そこにはたくさんの
子ども達がいて、女の人がおはなしをし
ていました。すっかりおはなしが気に
入ったぼうやは、もっと近くで聞きたい
と思いますが、お母さんに、絶対に人間
に近づいてはいけない、大丈夫な時がく
るまでは、といわれます。大丈夫な時っ
ていつのこと？ぼうやはじっと待ち続け
て、、、。かわいいこうもりのぼうやの
お話です。

『ジブリルのくるま』
　市川里美／作
　ＢＬ出版株式会社

ジブリルは、さばくのむらにすむ男の
子。さばくでいちにち、らくだや、やぎ
のせわをしています。ジブリルが、いま
いちばんすきなのは、くるまづくり。あ
きカン、ペットボトル、こわれたサンダ
ルやボールペン、なんでも、ちいさなく
るまにかえてしまいます。でも、ある
日、お父さんに「そんなガラクタ、ぜん
ぶすててこい」と言われてしまいます。
つぎのあさ、くるまをつんだらくだをつ
れて、トボトボとでかけたジブリル。だ
いじなくるまを、ほんとうにすててしま
うのでしょうか？



読みもの(日本)

『公平、いっぱつ逆転！』
　福田隆治／作
　小松良佳／絵
　偕成社

白石公平は、気がよわくてめだつのがき
らいな小学五年生。なのに、家のポスト
にはよくわからないラブレターが入って
いたり、転校先の学校ではなぜだか周り
の様子がおかしくて・・・。このぼくが
空手の名人でツヨイ男？いじめのグルー
プにめをつけられ、いつのまにか出るこ
とになってしまった相撲大会では、彼ら
を相手に戦うことに。流されやすく、気
よわで逃げ腰だけど、まわりに支えられ
ながら奮闘する少年のおはなしです。

『あしたもきっとチョウ日和』
　高田桂子／作
　亀岡亜希子／絵
　文溪堂 奈美は小学4年生。仕事でいそがしい

両親を気づかって、世話のやける妹、
ミチルの面倒をみたり、家事をした
り、毎日大いそがし。ミチルはかわい
いけれど、もうお母さん役は、アップ
アップ。自分だけの時間もないし、秘
密ももてない。クラブもやりたいの
に・・・。でも、そんな気持ちは口に
できなかった。そんな時、冴子のおす
すめの本にでてきた「虫愛ずる姫君」
は、思ったことをきちんと言える女の
子。「虫愛ずる姫君」に背中をおさ
れ、奈美の中で変化がおこる。現実と
幻想の間を行ったり来たりしながら、
少しずつ成長していく女の子の物語。

『みさき食堂へようこそ』
　香坂直／作
　北沢平祐　／絵
　講談社

　

海につきだした、ほそながい岬。ぞうの
鼻のようなその岬は、さきっぽ岬とよば
れています。そのいちばんさきっちょに
あるのが、みさき食堂。食堂の主人はハ
ルさんというおばあちゃんで、孫のたま
みちゃんもおてつだいをしています。と
きたま、みさき食堂には、ふしぎなお客
さんが、どこからともなく、ひょい、と
あらわれます。たべたいものがあるけ
ど、わけがあってたべられない人がやっ
てくるのです。きょうは、小学生のおね
えちゃんがくるようです。さてさて、何
をたべたいのでしょうか？思わず行って
みたくなる、すてきな食堂のお話です。

『鷹のように帆をあげて』
　まはら三桃　/作
　講談社

理央は最近毎日、学校の帰り道に鳥専
門のペットショップ「ブルーウィン
グ」に寄り道している。そこにいるタ
カが気になっているのだ。ヒナの頃、
親友の遥が「かわいい」と言ってい
た。突然の事故で死んでしまった遥
が・・・。大きくなったタカを空へ飛
ばしたら、遥にも見えるだろうか？理
央は、タカの使い手である鷹匠をめざ
すことに。深く傷ついた少女が、周り
の人々に見守られながら、ゆっくり立
ち直っていく姿を描いた物語。

『月の少年』
　沢木耕太郎／作
　浅野隆広／絵
　講談社

父親と母親を亡くしてしまった冬馬は、おじ
いさんの家に引き取られてきました。「みず
の家」と呼ばれるおじいさんの家の前の湖の
真ん中に、満月になると男の子が現れて、笛
を吹くのを見かけます。
学校に行かなくなった冬馬は次の満月の日、
勇気を出して男の子に話しかけます。冬馬
は、今までは月の中にウサギがいるのではな
く、人がつかみ合いをしているように見えた
のですが、次の満月の夜は、ふたりの人が抱
き合っているように見えました。次の日から
学校に行こうと決めた冬馬の心境の変化は？

『ポテトサラダ』
　福明子／作
　江頭路子／絵
　学研教育出版

ぶたのぬいぐるみのトントンは、商店街
のお肉屋さん「せのお精肉店」のマス
コット。そのお店のポテトサラダが大好
きなケイくんが、サラダをつくっている
おじいさんへプレゼントしたぬいぐるみ
です。今日もお店にぶら下がり、お店と
お客さんを見守っています。そんなある
日、商店街の近くにスーパーができてし
まって大ピンチ。その頃、いつもポテト
サラダを買いに来てくれていたケイくん
も突然来なくなって…。あなたにとって
の大切な味は何ですか？これは、ケイく
んのそんな大切な味のおはなしです。



『世界一かわいげのない孫だけど・・・』
　荒井寛子／作
　勝田文／絵
　ポプラ社
　 住みなれた東京から、祖母のいる田舎に

親子でひっこしてきた美波。ビルもお店
もなく、見わたすかぎり山ばかりのド田
舎も、おせっかいな友達がいる学校も、
嫌味星人のおばあちゃん「毬乃さん」が
いる家も、とにかく何もかもが気に入ら
ない。おでこにバーコードはりつけたみ
たいな、暗い顔で過ごしていた美波だっ
たが、「アヒル」と「アズキ」に押し切
られ、演劇部に入部することに。いやい
や始めた部活動だったが、そこから何か
が少しづつ変わり始めて・・・。美波た
ちがつくる落語や「なぞかけ」もおもし
ろいよ。

『ともだちのはじまり』
　最上一平／作
　みやこしあきこ／絵
　ポプラ社

活発な女の子じゅじゅと、引っ込み
思案な女の子さとは、学校の席が隣
同士ですがあまり話したことがあり
ませんでした。ある日、消しゴムを
忘れたじゅじゅに、さとが消しゴム
をかしてあげてから、二人は話をす
るようになりました。そして、じゅ
じゅはさとに、あるひみつを打ち明
けます。二人の仲は急接近。いろい
ろな場所へも出かけます。性格が全
く違う二人が友情で結ばれていく、
心温まるおはなしです。

『お手紙ありがとう』
　小手鞠るい／作
　たかすかずみ／絵
　ＷＡＶＥ出版

いっしょに遊んで楽しかった気持ちを書
いた男の子の手紙。夏休みにスケッチに
つきあってもらった喜びを書いた女の子
の手紙。転校してきてさみしくて泣いて
いた時にはげましてくれた思い出を書い
た女の子の手紙。いろんな国をめぐり、
いろんな経験をして旅をしているのがつ
らくなった時、いやしてもらった旅人の
手紙。そして、校長先生の手紙。みんな
の心あたたまる、やさしい手紙のあて先
は？やがてその「ある人」からお返事が
届きます。さあ、このやさしい心のやり
とりは何のためだったのでしょう？

『おひさまやのテーブルクロス』
　茂市久美子／作
　よしざわけいこ／絵
　講談社

かたづけるのが苦手なはるかの部屋
は、いつもちらかりっぱなし。ある
日、同じようにいつも部屋を散らかし
ているあやちゃんの家に遊びに行くと
部屋をがきれいに片付いていて、なん
だか落ち込んでしまいます。その帰り
道、おひさまやというお店で、はるか
は部屋がきれいになるというまほうの
テーブルクロスに出会い、さっそくそ
れを持って帰りますが・・・。その
テーブルクロスは一体どんなまほうを
かけたのでしょうか？それは、きみの
周りにもあるかもしれないちょっとし
た素敵なまほうです。

『はなこ　野の花　野のきつね』
　しんきみこ／作
　なかいともこ／絵
　福音館書店

大きなおわんと小さなおわんをさか
さまにして、こっぽりかさねたよう
なとんとん山に、きつねのはなこは
優しいかあさんぎつねと一緒にすん
でいます。ある日、はなこがひとり
で変身の術の練習に出かけると、神
社で人間の女の子がひとり、目をつ
ぶって両手を合わせていました。
〈なにをおねがいしているのだろ
う〉女の子となかよくなりたいはな
こは、、、。美しい山の自然の中で
成長していく、きつねの女の子のお
話です。

『保健室の日曜日』
　村上しいこ／作
　田中六大／絵
　講談社

子どもたちがお休みの日曜日の保健
室。体温計やほうたい、保健室の道
具たちがおしゃべりをしています。
ベッドの上で寝ていただっこ赤ちゃ
んは、「いのちの体験学習」で２年
生の女の子に「にせもの」と言われ
てショックを受けています。しんぞ
うの音がきこえなかったからです。
道具たちは、「生きてるしるし」を
さがすため、お出かけをはじめま
す。さて、はたして「生きてるしる
し」はみつかったのでしょうか。



読みもの(海外)

『ダメ犬ジャックは今日もごきげん』
　パトリシア・フィ二―／作
　ピーター・ベイリー／絵
　相良倫子／訳
　徳間書店

ジャックは、大型犬のラブラドール・レト
リバー。〈サルクサイ・ニホンアシ〉 のた
のもしいボスとミセス・ボス、その子ども
たち三匹といっしょにくらしている。
ジャックは、大食いで、おっちょこちょい
で、「あんぽんたん！」と言われてもほめ
られたと思う、ちょっとおばかな犬だけ
ど、やさしい家族のことがだーいすき。あ
る日となりに、かわいいメス犬がひっこし
てきて、、、？   あいきょうたっぷりの
ジャックが、笑いと感動をおとどけしま
す。

『うちはお人形の修理屋さん』
　ヨナ・ゼルディス・マクドノー／作
　杉浦さやか／絵
　おびかゆうこ／訳
　徳間書店

九歳の女の子のアナは、三姉妹の真
ん中。パパはうでのいい人形の修理
屋さんで、絵の上手なママと壊れた
お人形を直す小さなお店を開いてい
ます。三人の姉妹はお人形で遊ぶの
が大好き。
そんなある日、ヨーロッパで大きな
戦争がはじまり、パパは仕事を続け
られなくなってしまいます。
一生懸命お手伝いをして、力になり
たいアナが思いついたのは・・・
お人形を大切にする女の子のほのぼ
のとしたお話が心を温かくしてくれ
る一冊です。

『そして、ぼくの旅はつづく』
　サイモン・フレンチ/作
　小林万希子/絵
　野の水生/訳
　福音館書店

ドイツで生まれたアリは、幼い時に
父を亡くし、母と共に祖父の家へ身
を寄せます。そこで祖父にヴァイオ
リンの手ほどきを受け才能を開花さ
せるアリですが、母の再婚により、
大好きな祖父と離れオーストラリア
に移住することになります。音楽好
きの家族で開いたカフェの庭先で、
ひとりヴァイオリンを弾くアリ。母
と二人で旅した幼い日の思い出をた
どりながら、新しい人生の扉の前に
立つ少年アリの心の軌跡を描く物語
です。

『ぼくの見つけた絶対値』
　キャスリン・アースキン／作
　代田亜香子／訳
　作品社

数学の天才であるマイクの父親は、この夏
大学の講義でルーマニアへ行くことに。そ
のため、十四歳のマイクはいなかにいる大
おじさんと大おばさんのうちに預けられる
ことになってしまいました。どうやら大お
じさんは掘り抜き井戸のスクリューをつ
くっているらしく、僕もそのプロジェクト
を手伝うように言われてきたけれど、なん
だか話が違うようで…。いなかで出会った
風変わりな人たちに戸惑いながらも、彼ら
に頼りにされたり、頼ったりしていく中
で、自分の「絶対値」を見つけて成長して
いく少年の物語。

『アラルエン戦記①　弟子』
　ジョン・フラナガン／作
　入江真佐子／訳
　岩崎書店
　

アラルエン王国レドモンド城の孤児院で
育った少年、ウィルは「選択の日」を前
に緊張していた。城の孤児たちは十五歳
になると、さまざまな技能を持つ巨匠た
ちの見習い生となるために申し出ること
ができるのだが、この日選ばれなかった
孤児は、近所の村の農家で労働をするこ
とになる。ウィルはなによりもそれを恐
れていた。だが選択の日、ウィルを弟子
として引き受けると言ったのは、なぞに
包まれた不気味な男だった。はたして
ウィルの運命は？

『名犬ボニ―はマルチーズ
　　　①ボニ―がうちにやってきた』
　ベル・ムーニー／作
　スギヤマカナヨ／絵
　宮坂宏美／訳
　徳間書店

ハリーは、新しい町にひっこしてきたばか
りで、友だちもまだいない。
ある日、お母さんが、うさぎよりも小さ
い、ねずみみたいなマルチーズをつれてき
た！大きな犬がかいたかったハリーは、最
初はがっかりしたけれど、ボニ―のふわふ
わの体にふれるとなんだかほっとしたんで
す。それに、ふたごの友だちまででき
ちゃった。「あたしの仕事は自分のむれ
（ハリーとお母さん！）を守ること」と
思っているちっちゃなリーダー、ボニ―が
かつやくするお話です。



『魔法がくれた時間』
　トビー・フォワード／作
　ナカムラユキ／絵
　浜田かつこ／訳
　金の星社
　 大好きなおじいちゃんが死んでしま

う！？どうしてもお別れしたくないファ
ニーは、おじいちゃんに魔法の薬を飲ま
せます。翌日、すっかり元気になったお
じいちゃんに、ファニーは大喜び。しか
し元気になっても薬を飲み続けるおじい
ちゃんは、日に日に若返ってい
き・・・。
これは、魔法がくれた時間をすごしてい
く中で大好きな人の死を受け入れ、大切
な思い出を抱えながら、次へとすすんで
いく女の子のおはなしです。

『マドレーヌは小さな名コック』
　ルパート・キングフィッシャー／作
　つつみあれい／絵
　三原泉／訳

夏休みの間、パリのレストランをしてい
るおじさんにあずけられているマドレー
ヌ。ある日、なぞめいた食料品店に迷い
こみ、ペーストのびんづめを買いまし
た。それを使った料理が大好評で、おじ
さんからレシピをぬすんでくるように言
われたマドレーヌ。かわった女主人とネ
コのいるふしぎなお店での修行はどうな
ることやら・・・がんばり屋でやっぱり
お料理が大好き！！と思うマドレーヌの
楽しいお話です。ぜひ、読んでみてくだ
さい！！

『発電所のねむるまち』
　マイケル・モーパーゴ／作
　ピーター・ベイリー／絵
　杉田七重／訳
　あかね書房

友達につきとばされてけがをしたマイケル
は、ミセス・ぺティグルーに手当をしてもら
う。ぺティグルーさんは、海辺の湿地に鉄道
の客車を置いて、そのなかで３匹の犬と、ロ
バと一緒にくらしている。学校帰りに、ぺ
ティグルーさんの家によく寄るようになった
マイケルは、彼女から色々なことを教わる。
ジャガイモをほったり、ニンジンをひっこぬ
いたり、庭の草の上に寝そべって、滝のよう
にふってくる流れ星を眺めたり。でもある
日、ぺティグルーさんの住む湿地に、原子力
発電所の建設計画がもちあがって、、、。人
間の本当の幸せとは何か、深く考えさせられ
る本です。

『ライオンがいないどうぶつ園』
　フレート・ロドリアン／作
　ヴェルナー・クレムケ／絵
　たかはしふみこ／訳
　徳間書店

プリッツェル町の町長さんは、どうぶつが
すきな町のひとたちのためにどうぶつ園を
つくることにしました。町のひとたちは喜
んで協力し、どうぶつ園をつくります。
徐々にどうぶつたちも増え、いよいよどう
ぶつ園は開園です。しかしそこは、ビーネ
とウリが一番楽しみにしていたライオンは
いませんでした。二人はライオンをつれて
きてもらおうと、みんなに呼びかけて頑張
ります。ライオンがほしいこどもたちと、
それに応えてあげようとする町長さんのた
のしいお話です。

『ヤーク』
　ベルトラン・サンティーニ／作
　ロラン・ガパイヤール／絵
　安積みづの、越智三起子／訳
　朝日学生新聞社

『ジャコのお菓子な学校』
　ラッシェル・オスファテール／作
　風川恭子／絵
　ダニエル遠藤みのり／訳
　文研出版

「ヤーク」は毛むくじゃらで、するどいキ
バを持つ、世にも恐ろしいモンスター！そ
の大好物は？・・・もちろん子ども。その
小さな骨がポキポキっと折れる歯ごたえが
快感で、とろりとろけるあめ玉みたいな目
ん玉をしゃぶるのが大好き！しかしヤーク
にも弱点がある。悪い子を食べると下痢し
てしまうのだ。そんなヤークが、天使のよ
うに心のきれいな女の子と出会った。最高
級のごちそうのはずだった。しかし初めて
「いとおしい」という感情がめばえる。さ
あ、ヤークは女の子を食べてしまうのか？

ジャコは生まれた時から食べることが大好き
な男の子。だけど勉強は大嫌い。いつも先生
に怒られてばかり。ある日図書館でクッキー
が表紙の雑誌を見つけたジャコ。作り方が書
いてあってついつい夢中で気がつけば最後ま
で読んでいました。そしてそれを書き写すこ
とに。文字もよく知らず、算数も出来ない
ジャコがお菓子作りのためにいろんなことを
知ろうとします。そして毎週お菓子を作って
は友達を招待していました。美味しいお菓子
に友達は、「お店をしよう！」と言いだしま
すが、暴れんぼうの中学生達がやって来て大
ピンチ！いろんなお菓子も出てきてワクワ
ク！みんなはいくつ知ってるかな？



テーマ本

『決め方の大研究』
　佐伯胖／監修
　ＰＨＰ研究所

“決め方”と改めて言われてるとどんな
ものが思い浮かびますか？この本では、
席替えなどの身近なものから、スポーツ
の勝敗、選挙、ローマ教皇やノーベル賞
まで、様々な決め方を紹介しています。
どんな時に、どのような決め方をすれば
いいのか、どういったルールがあるのか
を少し一緒に見てみませんか？どの決め
方をすればいいのか正解のないものも多
いけれど、何かを決める時にこれを参考
にしてみてはいかがでしょうか。

『にげましょう』
　河田惠昭／著
　共同通信社

大雨警報です、避難勧告です、○○へ
逃げて下さい。さぁ、あなたはどうし
ますか？体験したことのない災害を前
にして、逃げて下さいと言われてもな
かなかピンとこないかもしれません。
この本ではいざという時いつどう逃げ
ればいいのかを、それぞれの災害に応
じてわかりやすく解説しています。東
日本大震災を経て、災害や事故の怖さ
を伝え、逃げることで身を守る方法を
教えてくれる一冊です。

『気をつけよう！情報モラル
　　　　　　①ゲーム・あそび編』
　秋山浩子／文
　汐文社

携帯電話やスマートフォンを使う人が増
え、いつでもどこでも、わからないことを
調べたり、ゲームや音楽を楽しんだりでき
るようになりました。便利なことも多いで
すが、インターネットをする時には気をつ
けないといけないこともたくさんありま
す。個人情報がもれて迷惑メールが届いた
り、無料ゲームのはずがいつのまにか有料
になって、高額の請求をされてしまったり
することがあるのです。この本では、クイ
ズをときながら安全にインターネットをす
る方法を学べるので、親子で携帯電話の使
い方について話すきっかけにしてみてはい
かがでしょうか。

『古代文明の大研究』
　関真興／監修
　ＰＨＰ研究所

人間は、生活を豊かにするために、様々な創
意工夫をしてきました。そのような創意工夫
の成果をまとめて「文明」といい、古い時代
の文明を「古代文明」とよんでいます。例え
ばエジプトはピラミッドで有名ですが、その
数は１００をこえるともいわれ、最も大きい
クフ王のピラミッドは、底面の１辺が２３０
ｍ、高さは約１４６ｍもある巨大なもので
す。はるか昔に、何のために、どうやってつ
くったのでしょうか。この本を読みながら、
古代の様々な国の人々の暮らしを想像してみ
るのも、楽しいのではないでしょうか。

『弁当づくりで身につく力』
　竹下和男／著
　講談社

「弁当の日」ってなに？―「弁当の日」
は、子どもが自分で弁当をつくり、それ
をもって登校する日です。自分で献立を
考え、材料の買い出しをし、調理、弁当
箱詰め、後かたづけまで、「ひとり」で
こなすのです。親は手伝いません。この
「弁当の日」は、子どもの向上心を引き
出し、他の人を思いやる心を育て、弁当
の向こう側にある社会に気づかせてくれ
る・・・。弁当をつくるだけでなぜ？そ
う思った人はぜひ読んでみてください。
福岡県は「弁当の日」をしている学校数
で全国トップだそうですよ！

『ご近所のムシがおもしろい！』
　谷本雄治／著
　岩波書店

「拝み虫」という異名をもち、幼虫のうちは
アブラムシを食べ、大きくなれば芋虫もバッ
タも腹におさめる恐怖の三角頭――といえば
何の虫だか分かりますか？そう、カマキリで
す。恐ろしい顔をしていますが、そのエサは
人間が「害虫」と呼ぶものが多いため、菜園
では感謝されています。てのひらサイズの生
き物に強くひかれる作者は、「プチ生物研究
家」を名乗り、この本の中でたくさんのムシ
たちの意外な姿を紹介しています。ムシ嫌い
の人も、この本を読めば、ご近所のムシを見
る目が変わる、、、かも？



『ぶりっぺ・すかっぺ』
　村上八千世　／文
　せべ　まさゆき／絵
　ほるぷ出版

おならがでるときって、どきどきしな
い？おっきなおとかな？とか、くさいか
な？とかね。おならって、いつもおなじ
じゃないよね。ひによってちがうし、ひ
とによってもちがう。ぶりぶりぶぶ
ぶーって「ぶりっぺ」がでたり、すす
すーとおとのしない「すかっぺ」がでた
り。どうしてかな？たべたものや、せい
かつのしかたで、でてくるおならがかわ
るんだ。きみのあしたのおならは、「ぶ
りっぺ」かな？「すかっぺ」かな？ふろ
くの「あしたのおならよほう」シート
で、よほうしてみよう。

『ゾウの森とポテトチップス』
　横塚眞己人／写真・文
　そうえん社

世界で３番目に大きな島、熱帯雨林にさ
まざまな生きものたちがくらす大自然の
宝庫、ボルネオ島。そこにくらす野生の
ゾウと、日本にくらす私たち。一見遠い
場所の話のようにきこえますが、そこに
は深い関係があります。私たちが普段食
べているポテトチップス、これはゾウの
森を切り開いて植えられたアブラヤシの
パーム油を原料としています。私たちが
普段何気なく食べているもの、それをつ
くるために彼らは森を奪われ追いやられ
ているのです。少し振り返ってみて、自
分が手にしているものがどういうものな
のか、この本と一緒に考えてみません
か？

『わざわざことわざ』
　五味太郎/作
　絵本館

学校で習ったり、お説教の時に引き
合いに出されたりして、なんとなく
堅苦しいイメージのことわざ。作者
によると「ことわざ」と括弧付きで
扱って、仕舞い込みすぎたのがいけ
ないそうで、この本には五味流新解
釈のことわざが盛り沢山。本来の意
味にクレームをつけたり、もじって
新たな珍ことわざを作ったり、おな
じみの絵ともあいまって、大人から
子どもまで年齢に関係なく楽しめる
一冊です。

『元気な脳が君たちの未来をひらく』
　川島隆太／著
　くもん出版
　

今の時代、科学技術の発達で、生きてい
る人の脳を画像で見ることができるよう
になりました。
脳の研究を通して、みなさんの将来に影
響する重要ないろいろなことが分かりま
した。
「朝ごはん」等食事や「早寝、早起き」
の睡眠などの生活習慣や、学校や家での
毎日の「読み、書き、計算」等の学習が
どれだけ大切か、この本を読んだら、人
生が大きく変わるかもしれません！！

『暑さとくらし』
　鈴木信恵／著
　ほるぷ出版

うちわができたのはいつごろか、皆さ
んはご存じですか？正解は何と紀元前
１０００年ごろ。中国で「さしば」と
呼ばれていたものがうちわの原型だそ
うです。人間は昔から、身近な自然を
いかして、涼しくくらすために色々な
工夫をしてきました。本書では、日本
や世界の、昔ながらの知恵がつまった
衣服や住まいの具体例なども紹介され
ています。私たちも、暑いからといっ
てすぐにエアコンのスイッチを入れる
前に、できることがたくさんありそう
ですね。

『野菜嫌いがなくなる魔法のレシピ』
　森之翼／著
　主婦と生活社

史上最年少の９歳で野菜ソムリエを取った著
者による、野菜嫌い克服レシピ本。
自分の経験をもとに作られているので、アイ
デアもおもしろいし、おいしそうで食べるの
が楽しみになるような本です。
ピーマンやにんじんなど、子どもが嫌いな野
菜１０種類を取り上げて、おいしく料理する
ためのコツや、少しずつ食べ慣らしていく工
夫を分かりやすく解説してあります。
みんなも、是非チャレンジしてみよう！！


